
ヴェトナム河東省常信府上福際平陵糖、向陽社

雪之舎村・皮舎村・向舎村の神跡について

ーヴェトナム民間信仰の一考察-

はじめに

筆者は，かつて『大南一統志』嗣廟誌の分析

により，玩朝初期から中期にかけてヴェトナム

全省において社稜壇，先農壇，山川壇，丈廟，

曾同廟，城陸廟の三壇三廟が，国家の祭記政策

の一環として創設されたことを実証した(1)。ま

た，院朝期の地誌類中の洞廟誌より明らかにさ

れる北部ヴェトナムを中心とした水神とその祭

杷についてまとめた (2)。さらに，蛇神信仰を伴

うとされるリン・ラン(霊郎 LinhLang) に

関する神跡(3)とその88例の分布について考察し

た(4)。

片倉穣氏は， r村落では龍，英雄神，山神等を

福神(守護神)として祭る亭というのがあり，村

落生活の中心となっている。民族の英雄にたい

する信仰は，龍信仰とともに，ベトナムの人びと

の信仰生活の大きな特徴であり，それは外圧に

抵抗してきた歴史に起因するもので、あった。j(5)

と記し，ヴェトナム村落共同体の団結性と自立

的な性格が信仰共同体に根ざしていることを指

摘している。また「村落は家族，宗族や同姓集

団などの血縁的性格と，甲(農業等の互助組織)， 

亭，公固などによる地縁的性格を併有している

が，とくに村落信仰の中心である亭と経済的基

盤たる公団(村落共有地)のもつ意義はきわめ

て大きい。J(6)とも記している。

この観点に立つなら，多くのヴェトナム村落

の城陸(7)を記る中核的な祭斑・集会施設である

亭 (Dinh)(8)に保存されている個々の神の事績
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を記した神跡を調べることで，当該村落の信仰

に刻まれた歴史への思いとその特色を明らかに

し得ると思う。また，個別の神跡研究の蓄積に

よりヴ、エトナム前近代における地域的な信仰の

特色と，その信仰を利用した祭和政策の一端を

明らかにできると考える。すでにこのヴェトナム

全村落における神跡等は「風俗研究会 (Hoi

khao cuu phong tUC) Jにより，幸いなことに，

「すべての村で把られている各儀礼や俗札を含め

てヴェトナム各村落で杷られている各神位につ

いての全23，000ページ以上の手書き文書を読ん

で，整理した事跡を50年以上に亘り調査し，

9，000件の所在地別の神跡・神救として書目に整

理されているJ(9)。余すところは，個別の研究・

分析である。

本稿が考察の対象とする「河束省常信府上福

牒平陵糖、向陽社禁舎村・皮舎村・向舎村神跡」

は， Nguyen Duy Hinh; TIN NGUONG THANH 

HOANG VIET NAM， Trung Tam Khoa Hoc 

Xa Hoi va Nhan Van Quoc Gi匂a

Cuu Ton Gi均ao，Nha Xuat Ban Khoa Hoc Xa 

Hoi， Ha Noi， 1996 (グェン・ズイ・ヒン『ヴ、エ

トナム城陸信仰』国家社会・人文科学センター，

宗教研究院，社会科学出版社，ハノイ， 1966) 

Phan Chu Han (漢文篇)， pp.19-35に収録され

た神跡によっている。このハドン省の神跡は AE

a2: 88の整理番号を持ち(10)，漢文で記され全17

葉。祭神名は「棟柄大王J(Dong Binh dai 

vuong)で，洪福元年 (1572)孟春月吉日に翰

林院束聞大挙士の玩畑 (Nguyen Binh)が撰を
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ヴ、エトナム河東省常信府上福l孫平陵線、向陽社禁舎村・皮舎村・向舎村の神跡について

奉じ，永祐五年 (1739)孟秋月穀日に管監百神

知殿雄領少卿の庇賢 (NguyenHien)が前の王

朝の正本によって抄録を奉ったものである。

[なお，本来ヴェトナム語は声調言語であり，

ローマ字でのクオツク・グゥ表記に当たっては

声調記号を付すべきであるが，活字等の関係か

らアルファベット表記のみに留めた。また，本文

にてヴェトナム人名・地名や文献名などで、ヴ、エ

トナム語を使用した場合には，原則として日本

語訳を付した。]

1 .史料について

河東省常信府上福!際(11)平陵線、向陽杜雲寺舎村・

皮舎村・向舎村における榊跡を， Trung Tam 

Khoa Hoc Xa Hoi va Nhan Van Quoc Gia， Vien 

Thong Tin Khoa Hoc Xa Hoi; THU MUC 

THAN TICH THAN SAC， Ha Noi， 1996 (国家

社会・人文科学センター，社会科学通信院『神

跡・神救書目』ハノイ， 1996)により調べると，

三つの村を統一する神跡は，上掲書目上は存在

しない。また，必ずしもそれぞれの察合村，皮合

村，向合村に記られている神跡も同一ではない。

すなわち「常信府 (PhuThuong Tin)平陵縮、

(Tong Binh Lang) Jに位置する神跡を見ると，

整理番号2801には皮舎村の神跡が記されている

カ"Bi Xa(thon)，lang Tam Xa， tong Binh Lang， 

phu Thuong Tin， tinh Ha Dong -Ha Dong， 

1938， -4tr.， 15tr. chu Han: 1 than tich.1 nhan 

than: Dao Cong Thang Q4 18/ II， 17 (河東省

常信府平陵穂三舎ラン皮舎(村)， 河東， 1938 

年一 4頁.15頁.漢文 1神跡， 1人神:陶公

勝， Q4 18/II， 17)とあり (12)，祭神は神として

の名前でなく，生前の名前となっており，ベ}ジ

数も異なる。

同様に整理番号2805の向合村の神跡を見る，

Huong Xa(thon)，lang Huong Duong，tong Binh 

Lang，huyen Thuong Phuc， phu Thuong Tin， 

tinh Ha Dong. -Ha Dong. 1938 -3tr.， 17tr.， chu 

Han: 2 dao sac phong. 1 than tich， 1 nhan than: 

Dong Binh Q4 18/ II， 14 (河東省常信府上福県

平陵高密向陽ラン向合(村)，ー河東， 1938 -3頁，

17頁.漢文:2本の救を奉じられる。 1神跡， 1 

人神:棟柄 Q418/ II， 14)とあり (13)，編纂年代

と抄録を奉じられた年を別にすれば，概要は近

しいものと思われる。

同様に整理番号2808の君主舎村の神跡を見ると，

Le Xa (thon)， lang Huong Duong， tong Binh 

Lang， huyen Thuong Phuc， phu Thuong Tin， 

tinh Ha Dong， -Ha Dong， 1938，ー 5tr.，14tr.， chu 

Han: 1 than tich 2 nhan than : Than Son N uong， 

Tay Vuc Cong， Q4 18/ II， 13 (河東省常信府上

福県平陵穂向陽ラン禁舎(村)，ー河東， 1938-

5頁， 14頁.漢文 1神跡， 2人神:娘山神，

西域公， Q4 18/ II， 13)とあり (1ヘ祭神もペー

ジ数も編纂・抄録年代も異なる。

さらに， 3つの村名から離れて，向陽ラン

(lang Huong Duong)で調べると，整理番号

2814と2815の向陽ランの神跡がある (1九すなわ

ち， 2814には， Huong Duong (lang) ， tong Binh 

Lang， huyen Thuong Phuc， phu Thuong Tin， 

tinh Ha Dong -Ha Dong， 1938. -5tr.， 14trぷhu

Han. 1 than tich. 2 thien than: Than Son Nuong; 

Tay Vuc Cong Q4 18/ II，13 (河東省常信府上

福県平陵糖、向陽ランー河東， 1938 -5頁， 14頁.

漢文 1神跡， 2天神:娘山神，西域公， Q4 

18/ II， 13) とある (16)。また2815には， Huong 

Duong (lang) ， tong Binh Lang， huyen Thuong 

Phuc， phu Thuong Tin， tinh Ha Dong回 Ha

Dong， 1938. -3tr.， 17trぷhuHan 2 dao sac 

phong. 1 than tich. 1 nhan than : Dong Binh Q4 

18/ II， 14 (河東省常信府上福県平陵総向陽ランー

河東， 1938 -3頁， 17頁.漢文 :2本の救を奉じ

られる.1神跡.1人神:棟柄 Q418/ II， 14)と

あり(17)， 2814の神跡は2808の察合村の神跡に近

いものと想われ， 2815の神跡は2805の向舎村の

神跡に近いものと想われる。

更にまた，君主舎村，皮舎村，向合村を三合村

(Tam Xa (lang))として称するようで， 2821と

2822の整理番号が当てられている。すなわち，

2821には， Tam Xa (lang) ， tong Binh Lang， 

phu Thuong Tin， tinh Ha Dong -Ha Dong， 

1938. -4tr.， 10tr.， chu Han，・ 1than tich. 1 nhan 
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than : Uy Q4 18/ n， 18 (河東省常信府平陵線、

三舎(ラン)ー河東， 1938 -4頁， 10頁.漢文:

1神跡.1人神:威 Q418/ n， 18)とあり (1ぺ
2822には， Tam Xa (lang) ， tong Binh Lang， 

phu Thuong Tin， tinh Ha Dong -Ha Dong， 

1938.ー4tr.， 1 5 tr.， chu Han，: 1 nhan than : Dao 

Cong Thang Q4 18/ n， 17 (河東省常信府平陵

線、三合(ラン)ー河東， 1938 -4頁， 15頁.漢文:

1人神:陶公勝 Q418/ n， 17)とある(叫。 2821

の神跡は祭神や漢文のページ数も異なっている

ので，類縁性を見出しがたいものの， 2822は整

理番号2801の皮舎村の神跡に近しいものと想わ

れる。

次に「上福県 (HuyenThuong Phuc)平陵纏

(Tong Binh Lang) Jの項を見ると， 2967の整理

番号を持つ向舎村 (HuongXa (thon))につい

ての神跡， 2969の整理番号を持つ雲寺舎村 (LeXa 

(thon) )についての神跡。それに2970と2971の

整理番号を持つ向陽ラン (HuongDuong 

(lang) )についての 2つの神跡がある。

まず， 2967の神跡は， Huong Xa (thon)， lang 

Huong Duong， tong Binh Lang， huyen Thuong 

Phuc， phu Thuong Tin， tinh Ha Dong. -Ha 

Dong， 1938， -3 tr.， 17 tr.， chu Han : 2 dao sac 

phong. 1 nien bieu sac phong than tick. 1 nhan 

than : Dong Binh Q4 18/ n ，14 (河東省常信府

上福県平陵穂向陽ラン向合(村)ー河東， 1938-

3頁， 17頁.漢文 :2本の救を奉じられ，神跡を

救奉した年表 1つo 1人神:棟柄 Q418/ n， 

14)とある(叩)0 2805と2815の神跡と同じ系譜を

引くものと推測される。

次に2969の整理番号を持つ繋舎村についての

神跡は， Le Xa (thon)， lang Huong Duong， 

tong Binh Lang， huyen Thuong Phuc， phu 

Thuong Tin， tinh Ha Dong， -Ha Dong. 1938.ー5

tr.， 14tr.，. chu Han : 1 than tich. 2 thien than: 

Than Son Nuong， Tay Vuc Cong Q4 18/ n， 13 

(河東省常信府上福県平陵線向陽ラン君事舎(村). 

河東， 1938 -5頁， 14頁.漢文:1神跡.2天神:

娘山神，西域公 Q418/ n， 13)とある(目。 2808

と2814の神跡と同じ系譜を引くものと想われる。

更に向陽ランについて， 2970の神跡は，

Huong Duong (lang) ， tong Binh Lang， huyen 

Thuong Phuc， phu Thuong Tin， tinh Ha Dong 

-Ha Dong. 1938. -5 tr.， 14 tr.， chu Han.: 1 nien 

bieu sac phong than tich. 2 thien than : Than 

Son Nuong，; Tay Vuc Cong Q4 18/ n，13 

(河東省常信府上福県平陵絶、向陽(ラン).河東，

1938 -5頁， 14頁.漢文:神跡を救奉した年表1

つo 2天神:娘山神，西域公 Q418/n， 13)と

ある (2九 2808と2814と2969の神跡と同じ系譜を

引くものと想われる。

それに比し， 2971の整理番号を持つ神跡は，

Huong Duong (lang) ， tong Binh Lang， huyen 

Thuong Phuc， phu Thuong Tin， tinh Ha Dong. -

Ha Dong. 1938 -3 tr.， 17 tr.， chu Han : 2 dao sac 

phong， 1 nien bieu sac phong than tich. 1 nhan 

than : Dong Binh Q4 18/ n， 14 (河東省常信府

上福県平陵摺、向陽(ラン)白河東， 1938 -3頁， 17 

頁.漢文 :2本の救を奉じられ，神跡を救奉し

た年表 1つ。 1人神:棟柄 Q418/ n， 14)とあ

る(田)0 2805と2815，2967の神跡と同じ系譜を引

くものと推測される。

上述しただけで11の村もしくはランで，次の

4種の祭神に類型化できる。もとより，個々の

神跡の内容を逐一比較考証したものではないの

で推測の中にあるものの，神跡の奉じられた年

号等から，村落の人口増に伴う分村等が窺える

ものと思う。

①2801・2822: I陶公勝」を租った神跡を持つ。

②2805・2815・2967・2971: I棟柄」を記った

神跡を共有している。

③2808・2814・2969・2970:I娘山神・西域公J
を組った神跡を持つ。

④2821 : I威」を杷った神跡を持つ。

後述するが，陶公勝の死後の神名が棟柄であ

ることから，①と②は極めて近しいものと想わ

れる。幾つかのバリエーションを伴って，河東省

常信府上福県平陵糖、各村落で杷られたものと推

測される。
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ヴ、エトナム河東省常信府上福豚平陵線向陽社雲寺舎村・皮舎村・向舎村の神跡について

2.神跡の内容について

正式の神跡名は「河東省常信府上福牒平陵線

向陽社雲寺合村皮舎村向舎村榊跡」であ

るが， 2葉日の冒頭に「常信府上福牒平陵線、向

陽社向舎村三舎杜皮舎村紳跡」とある。

次いで、，神跡の概要が述べられている。まず，

文意に沿って段落とし，各段落ごとに原文を

I J付で記し，次いで、簡易に和訳を含めて書下

し，その上で必要に応じて筆者の解説を示した。

「卑裳氏，丁朝功臣。輔園大有勲勢。可加神爵

霊膳，可封一位大王玉譜古銭。国朝礎部正本，

功臣第八部，九人神吹支。」

[書下し] 卑裳氏(24)は丁朝団)の輔国(田)功臣なり。

大いに勲労あり，神爵霊応を加えるべし。一位

大王の玉譜古録に封じ，国朝礼部の正本の功臣

第八部，九(27)の人神攻支に加えるべし。

「卑昔南天啓運，聖祖暦園二千絵年。雄王建

園，披之百卑，矯祖君。治至東漢呉菅宋斉梁南

北分争，丁家迭起，此起君臣大治，高古猶記子

青史，難秦之火，難項之灰，天不I民耶，地不慣

耶。」

[書下し] 卑は昔南天に運を啓き，聖祖は天子

となる符瑞に合致すること二千余年。雄王国)が

建国し，百卑と号して祖となる(四)。束漢(削呉音

宋斉梁(31)南北分争(却に至り，丁家が代わる代わ

る此に起こり，君臣を起して大いに治める(詔)。

万古なお歴史に記す。秦の火といえども，項の

灰といえども，天がつきることがあろうか，地が

つきることがあろうか。

以上の前文に次いで本文が始まる。

「却説此時丁先皇即位子花董洞人也。辰十二

使君興兵作乱，紛転未定。尊君立主，様様無不

根耳。前此之辰，世{専愛州之紹天府東山牒宋舎

庄，姓陶詳普，公之矯人，質撲厳慈寛和福厚，

只専薬医為妻。時公年三十四歳，琴琵未諾，室

家未定。公自性行之，布施其薬，以救天下人民

之病。」

[書下し] さて，当時花藍(34)洞の人で、あった丁

先皇が(花蓋で)即位す。時に十二使君が兵を

興し乱をなす。乱れて(帝業は)定まらず。君を

尊ぴ主と立て，平凡によりどころとせざるはな

し。これよりも前の時，世伝に，愛州の紹天府

東山牒(目)の宋舎庄に，姓は陶，詳は普，公の人

と為りは，質撲にして厳慈，寛和にして福厚，

只専ら薬医を嚢となす。時に公，齢34歳。琴も

琵も未だととのわず。室家未だ定まらず。公自

ら(別の場所に)おもむき(医薬の芸を)行う。

その薬を布施し，以って天下人民の病を救う。

[解説] こうして，薬医に通じるも34歳にして

独身の陶氏は愛州の紹天府東山牒の宋舎庄を離

れ，天下人民の病を救わんとの志を抱き，常信

府上福県へと移ってくる。すなわち

「此閉経三四日，忽性至昇竜城之常信府上福

牒部陽庄上埴之地。此時本庄埴地方人民，所被

天時疹気多害。公見心中感動，即{奇苗居子此庄

埴之地。布施其薬，救得本庄埴民，ー皆全好共

無憂患之災。得享太平之福，時本庄上堀人民，

皆以義請公立一家，居出在本庄埴地。以済度民。」

[書下し] この間三・四日を経て，たちまち昇

竜城の常信府上福牒部陽庄上堪の地にたずね至

る(制。この時， (上福膳部陽)庄の砂丘地方の人

民は，天の下す災い(コレラ)や疹気(天然痘)

(37)にかかり多く害を被る。公心中に動揺をおぼ

える，即ちこの庄(上福県都陽庄)の砂丘の地

にたのんでとどまり居り，其の薬を布く施し，本

庄の砂丘に暮らす民を救う。ひとえに皆が病気

になる災いを共に心配しなくて良いことを全く

好しとす。太平の福をわがものとすることができ，

時に本庄の上極地区の人民は，皆義を以って公

に一家を立て，本庄の砂E地域に居留し，以っ

て民を済度するを請う。

[解説] 昇竜城の常信府上福牒部陽庄上部砂丘

地域にたずね至り，当地で流行していた天の下

す災い(コレラ)や疹気(天然痘)を治療して，

部陽庄だけでなく，この神跡の存する本庄に当

る上福県平陵線、向陽社・三舎社の砂丘地域に暮

らす人々の信頼を勝ち取った陶公は，当地に住

んで一家を立てることを請われるに及び，結婚

へと向かう。すなわち，

「時公乃聞之。遂出居子此，得一年間。公開本

牒王舎庄皮舎埴，有一陳公清生得一女子，名目

- 96 -( 69) 



ヴ、エトナム河東省常信府上福勝平陵線向陽社務舎村・皮舎村・向舎村の榊跡について

芳娘，年方二十五歳，矯人腕艶顔色辛姿，言容

徳行孝悌寛和，只待辰而嫁耳。此間公乃設宴召

請清公来宴。此時清公就至公家坐宴。首宴飲之

間，公乃言於j青公日，今聞公乃是詩書慮世孝悌，

持家生得女娘。請結配矯夫婦。時清公開言，心

亦順之，乃許嫁実。及宴巳詑，公乃捧日行其聴

礼，J 
[書下し] 時に公この話を聞き，ついにこの地

に居留し一年間を得る。公，上福県王舎庄・皮

舎の砂丘地区に，一陳公清ありて生れて一女子

を得る。名づけて芳娘という。齢方に二十五歳。

その人と為りは椀艶にして，顔色美しい姿，こ

とばっき・徳行・孝悌・寛和なり。ただ時機を

待って嫁するのみを聞く。この間公すなわち宴

を設け，召して清公の来宴を請う。この時，清

公が(陶)公の家におもむきいたり宴に座す。宴

飲の間にあたり，公すなわち清公に言いて日く，

今聞くところによると清公は乃ち詩書(儒者)

にして，孝悌に世を処し，家を持ち，生れて女娘

を得る。連れ添うをちぎり夫婦と為るを請う。

時に清公の言うを聞くに，心またこれに順う。

すなわち嫁すを許す。宴のすでにおわるに及ぴ，

公すなわち日をえらびその結納の礼物を行なう。

[解説] ここにいたり，陶氏は上福県王舎庄(甜). 

皮舎の砂正地区の陳公清 (TranCong Thanh) 

の娘である陳芳娘 (TranPhuong nuong)とい

う容姿端麗な女性と結婚することとなったO

「迎芳娘因子家所。自此琴慧縁譜鴛驚侶合，

経己多年，而子息尚晩。公之夫婦見此，以矯嫌

恨。時公之夫婦自性尋其地方，有何実寺，即入

行礼。求之一二日間，公乃忽f生過子奉天府席前

際高賓庄，有一実寺 即大悲寺。時公之夫婦性

過寺前，有一石像人形，其於額上有刻寓棟柄二

字。時公之夫婦，即行粛礼，香花薦供寺前，約

祝日，吾之夫婦何辰生得一男子如石像。」

[書下し] 芳娘を迎えて家所にかえる。これよ

り夫婦の仲はつながって調和し，仲睦まじく連

れ添いあう，すでに多年を経るも，子息なほおそ

し。公の夫婦これを見て，以っていといくやむ。

時に公の夫婦自ら往きてその地方を尋ねるに，

いずくにか霊寺あり，即ち入りて礼を行なわん

とす。これを求めること一・二日間，公すなわ

ちたちまちにして奉天府席簡鯨寓賓庄を過ぎ去

る，一霊寺 即ち大悲寺(却)あり。時に公の夫婦

寺前を往きすぎるに，一石像の人形あり，その

額の上に棟柄の二字が刻み寓されてある。時に

公の夫婦，即粛礼し，香花供え物を寺前に行な

う。神に仕える人に願いを約して日く，吾の夫

婦いずれの時にか，石像のごとき一男子を生ま

れ得ん。

[解説] 結婚して夫婦仲は睦まじかったが子宝

に恵まれなかった。そこで霊験新たかな寺を探

したところ奉天府席筋牒寓賓庄に大悲寺があり，

寺の前に額に「棟柄」という二字が刻まれた石

像があった。陶氏夫婦はすぐに粛礼し，香花供

え物を寺前に供えて神に仕える人に「吾の夫婦

いずれの時にか，石像のごとき一男子を生まれ

得ん。」と願いを約した。

「人甚好約，詑時公之夫婦礼謝寺前，再往行

之経三日間。太婆忽見心中轄動感，而有字。自

李成之後，太婆食之不韻寝之，不安形容痩削非

如前日。及至胎旬満月，生下一男子。即戊寅年

二月初二日卯時生男子，面容魁梧，身容頴異。

依如石像之形。其於額上亦有寓棟柄二字，並是

青色，爵貌都是異常於人。時公見此，心中大喜

甚珠愛之。」

[書下し] 人は甚だ約酬を好む。おわりて時に

公の夫婦寺前に礼謝す。再び往きて行なうに三

日間を経る。太婆(奥方)はたちまち心中に轄

動感を見，而して苧あり。苧なりての後より，太

婆食してまつらずに寝る，不安の形容は痩削り

前日のごとくにあらず。胎あまねく月満ちるに

至るに及び，一男子を生み下ろす。即ち戊寅の

年二月初二日卯の時刻に男子生まれる，面容は

魁梧，身容は頴異たり。依りて石像の形のごと

く，その額の上にまた「棟柄」の二字の写しあり。

並びにこれ青色にして，くらいあるかたちでおり，

これ人において常と異なる。時に公これを見て，

心中大いに喜び，甚だこれを愛でる。

[解説] 夫人陶芳娘がついに懐妊し戊寅の年

(918)二月初二日卯の時刻に男子が生まれた。

丁先皇の即位が968年であるから，その直前の戊

97 -( 68) 



ヴェトナム河東省常信府上福!際平陵線向陽社雲寺舎村・皮舎村・向舎村の紳跡について

寅の年に当たるのは918年ということになる。顔

かたちは体が大きく立派であり，身容は才知が

非常に優れているようであった。まるで大悲寺

の石像のようで，額の上にも青い色で立派な形

で「棟柄」の 2字が写されており，常で、はなかっ

た。陶公はこれを見て，心の中で大いに喜び，愛

でた。これが，この神跡の祭神である「棟柄」の

出生謹にあたる。

「自此保養年方二歳，乃命名目勝，公命成名。

後日性月来，及至年二十九歳，公只専於武塞，

長於射矢。是年不幸椿堂命故，即九月十四日命

没。時母子行礼寧輩。居喪三年，家堂香火尽，

報幼労之徳，以致家資散，尽日用無由。公常自

嘆突之云，我父能医千人之命，而不能救一子之

貧。古有彦云，良医之子必死子病。而今則因子

貧之病耳。」

[書下し] これより保養し，齢方に二歳。すな

わち命名して勝という。公名を成すを命ず。後

に日往き月来たり，齢二十九歳に至るに及んで，

公ただ武喜を専らとし，矢を射るに長じる。こ

の年不幸にして椿堂命故す，即ち九月十四日命

没す。時に母子礼を行ない寧に塞る，喪に居る

こと三年。家堂香火尽き，励労の徳に報いる。

以って家資散ずるにまかせ，日用尽きて無し。

公常に自ら嘆突して云う，我が父は能く千人の

命を医すも，一子の貧を救う能わず。古に彦あ

りて云うに，良医の子必ずや病に死す，而して

今則ち貧の病に困するのみ。

[解説] 2歳になって陶公より「勝 (Thang)J 
と命名され，名を成すよう命じられた。時が過

ぎ29歳になったがもっぱら武芸をたしなみ矢を

射ることに長けていた。ヴェトナムも古くは数え

年なので戊寅の年に28を加えると，この年は946

年に当たることになる。同年 9月14日に父が死

ぬO 母子で葬礼を行い丁寧に葬り， 946年までの

3年間喪に服して，家産が散逸し日常の用に尽

くしてなくなるまで，遺徳をねぎらった。陶公勝

は，常々自分で嘆き泣いて， Iわが父はたくさん

の命をすくうことができたが，一人の子どもの

貧乏を救うこともできなかった。古い諺に『良

医の子は必ずや病に死す。』と，そして今貧乏と

いう捕に困窮しているのみ。」といっていた。祭

神である「棟柄」は家産を散じ尽くすほど喪に

服した孝敬の念に厚い若者で、あったが父の死後

は貧困にあえいだ様である。

「及至是年，丁先皇乃命将軍院旬将兵，性平

十二使君。忽進過子本庄上植地界，将軍乃立屯

夜宿子此。時勝公喪中己満哀服巳除，間有将軍

進兵，平賊過此。勃然奮桑蓬之志諜手，有気'鼠

之心。公之募取二庄堰人民敷十人，従公矯家臣

手足。」

[書下し] この年に至るにおよび，了先皇すな

わち将軍玩旬兵をひきいて往きて十二使君を平

らぐを命ず。忽ち進んで本庄の上埴地界を過ぎ

る。将軍すなわち屯を立ててここに夜宿す。時

に勝公喪中すでに満ち，哀服すでに除く。将軍

兵を進め，賊を平らげんがためにここを過ぎる

あるを聞く。勃然として桑蓬の志を奮うこと凍

たり，気'隔の心あり。公すなわち二庄埴の人民

敷十人を募取し，公に従わしめて家臣手足と為

す。

[解説] この年が何年に当たるかは定かでない

が，将軍配旬は大黄花聞の人で，丁先皇の太平

二年 (971)に文武階品を定めた際に定圃公とさ

れた人物である。おそらく，花闘が位置する寧

平から船運を利用して河路を北上して上福県近

くに進軍したものと想われる。喪中すでに満ち

とあることから， 946年以降のことと思われる。

矢を射ることに長じていたので，名を成す好機

とし，四方に雄雄しく活躍しようとしたととも

に，気'臨の心というからには，貧困に沈んだ境

遇へのうらみがあったものとも思われる。

まさに，名を成すための転機を次に記してい

る。

「来謁将軍。将軍見公来謁心，以矯奇。乃問其

姓名事故，勝公奏日，臣是本庄人也。生居田野，

可恨無名，今聞将軍来，臣請従之。助園可否如

何。願将軍所知実。時将軍聞言大喜謂日，天道

使然吾逢君失。必是丁家有砕吾無患突。」

[書下し] 来りて将軍に謁す。将軍公の来謁す

る心を見て，以って奇と為す。すなわちその姓

名しさいを問う。勝公奏して日く，臣これ本庄
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地図 河東省常信府上福牒向陽 (HuongDuong)社，皮舎村 (BiXA Thon)周辺
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の人なり。田野に生居す，名無きを恨むべし。今

将軍来たるを聞き，臣これに従うを請う。国を

助くの可否や如何。願わくは将軍の知るところ O

時に将軍言を聞き大いに喜び謂いて日く，天道

吾を君に逢うをしからしむ。必ずやこれ丁家に

酢あり，吾患なしo

f解説]矢を射ることに長けて，数十人の地元の

者を従えていたとはいえ，異郷に進軍している

将軍院旬が姓名と来謁のわけを問い，臣従を請

われ， r国を助くの可否や如何」とまで言われ，

将軍庇旬が大いに喜び，吾が君に逢えたのは天

道のしからしむところで，丁家の幸いであるとま

で言うのは，やはり神跡としての性格を現して

いるように思う。

「言詑此時将軍薦公，回朝入謁帝前。帝見公

之面貌，依如昨夜夢中之人也。帝問其事故，試

其才義。公乃施行才塞奏封如流。帝即封公，震

都護封爵詑，二公乃請兵馬町峨，並j草分矯二道，

水歩並進，直進至十二使君屯所，大戦一陣。十

二使君ー皆破散。白退平之者実。」

[書下し] 言いおわるや，この時将軍公をすす

めて朝にかえり，入りて帝前に謁す。帝公の面

貌を見，なぞらえて昨夜の夢の中の人のごとく

なり。帝そのしさいを問い，その才芸を試す。公

すなわち才芸を施行して奏封するに流れるが如

し。帝即公を封じて都護となし，封爵しておわ

る。二公すなわち兵馬船般を請い，並びて進み，

分ちて二道と為す。水歩並び進め，直進して十

二使君の屯所に至り，大戦すること一陣。十二

使君の一つ皆破り散る。自ら退きこれを平らぐ。

[解説] 将軍玩旬は陶勝を自らの臣とするにと

どめず，朝廷に戻り丁先皇に拝謁して，陶勝を

推薦した。丁先皇は陶勝の面貌が前夜の夢の中

に出てきた人のようであったということから仔

細を聞い，才芸を試した。才芸とはおそらく矢

を射ることかと想われる。ただそれだけの試問で

陶勝を「都護」にし，爵位まで封じている。二公

とは将軍玩旬公と陶公勝のことであろうが，陸

路と水路と併進して十二使君の屯所を攻め，破っ

たとある。陶公勝が一軍を率いたとするなら地

の利に明るい歩兵であったろう。又，地の利に

明るい点を鑑みると，上福県向陽杜・三舎杜に

最も近い十三使君の一人は西扶烈 (TayPhu 

Liet)に拠った院超 (Nguyen Xieu)と思われる。

その根拠は，桜井由弼雄氏によれば，西扶烈

は旧紅河支流の一つ金午江 (KimNguu Giang) 

の河岸に束扶烈が位置している (41)。西扶烈の地

理的名・位置を特定する史料を見ないが，その

地名から束扶烈の近傍と想定すれば，金牛江沿

いの自然堤防を南下したところに楊三寄

(Duong Tham Kha)の食邑であった上福県の

章陽 (ChuongDuong)が位置し(叫，その南西

に陶勝が生居した向陽社・三舎社が位置するこ

とから，陶公勝には地の利があったことが窺え

る。また，大南一統志興安省嗣廟誌には「庇使

君嗣，在東安牒束結・墨水・部洲三社，青池牒

文淵・東符・烈j車三社。神姓院，名超。十二使

君之一也。操守西扶烈，輿丁戦退陣。ー剣一馬，

化子浦江分，三日不朽，顔色如生，人以篇神，

葬子伊社浮沙慮，嗣記之。」とあり，庇超も丁と

戦い退陣したことが知れる。ただ，この戦いが将

軍玩旬と陶公勝を相手としたものであるのかは

定かで、ない。また，玩使君嗣が興安省に記られ

ている理由も明らかではないが，束安県は紅河

を渡って南に下った地であり，丈淵社は束扶烈

社の北に位置する地にある。落ち延びた先も含

めて院超を記ったものとも想われる。

「即日云公進兵，返回朝園。忽進過子海陽路

下洪府四岐鯨示福庄地界，自然忽見天地晦冥，

風雨大作黒雲暗昏。自然化没子此地実。即十二

月二十二日化実。」

[書下し] 即日ここに陶公勝は兵を進め，返し

て朝闘にもどらんとす。すみやかに進め海陽路

下洪府四岐!際示福庄の地界を過ぎるに，自然と

忽にして天地晦冥にして，風雨大いに黒雲をな

し暗昏たるをみる。自然とこの地に化して没す。

即ち十二月二十二日に化す。

[解説] 戦場が西扶烈近辺と想定すると，帰朝

するには，丁の都は華間で南しなければならな

いにもかかわらず，東して海陽路下洪府四岐牒

示福庄の地界を通過した意図が定かで、はない。

-100-( 65) 



ヴ、エトナム河東省常信府上福勝平陵線、向陽社雲寺舎村・皮舎村・向舎村の締跡について

また，突然天地が真っ暗になるということを暴

風雨と捉えてよいのか，突然死もしくは何らか

の意思の文学的な表現(岨)と捉えてよいのか判じ

難い。要は，大抜擢をされ，将軍配旬公ととも

に軍功を立てた陶勝公が勝報を伝えんと帰朝す

る途上で突然に亡くなったと解すべきと思う。

「此時二庄埴人民間公化没，即行表奏帝前。

帝乃大岨功臣，大有勲労朝園忠義事君。即命使

臣遮将，勅旨就至本庄二埴人民立ー廟嗣，依如

生居宮所，奉記加放二庄埴人民公銭一百貫，以

矯公銭香火，褒封美字上等福神，高古血食輿園

同麻，永矯恒式盛欺。」

[書下し] この時，二庄塙の人民公の化して没

するを聞く。即ちまず帝前に表を奏す。帝すな

わち大いに功臣をあわれみ，大いに朝園に忠義，

君に事えるに勲労ありとす。即ち使臣遁将に命

じ，勅旨してすなわち，本庄二埴人民にー廟嗣

を立て，そのまま宮所に生居するが如くし，奉

記するに三庄埴の人民に公銭ー百貫を分ち加え，

以って香火するに公銭となし，褒めて美字上等

福神に封じ，寓古血食するに闘と同麻とし，永

く恒式盛んになさしむ。

[解説] 岡公勝がなんで死んだのか，没して何

かに遷化したのか，霊応はあるのかなどについて

なんら記載がない。ただ勝利の功績を挙げたも

のの褒美を貰わぬうちに遷化した陶公勝に代わっ

て本庄二埴人民は，丁先皇に丈書で功績を明ら

かにして奏上した。奏上しなければ，功績は将

軍院旬のものとなったものかは定かではないが，

利害代表と考えるとこの二庄極人民とは上福県

平陵糖、の向陽社と三舎杜の砂丘地域の住民と

推察される。丁先皇としても同地区の玩超亡き

後の平定を含めて二庄堰人民に応えることが得

策と判断してか，勲功を称揚し，洞廟を建立し，

公銭ー百貫を分ち与えて線香代とし，美字を加

えて上等福神に封じ(叫，さらに末代までいけに

えの血を供えて霊を祭ること国の祭杷と同じと

し，永く把式を盛んにすることを勅旨を持って

命じている。同地の神跡を最初に記すに際して，

土地に伝わる口承伝承や野史等々に基づいてい

たとするなら，上等福神にしないとならないほど，

二庄埴に代表されるこの地域の自立的性格が強

かったということが， I棟柄大王」誕生の背景と

も思われる。

「一，封本境城陸棟柄大王都護雄断尊神。

準許常信府上福!際部陽庄上埴，輿王舎庄，皮

舎埴矯戸兜正所，香火奉記無窮意。

其生化日， f井静字列関子后。

一，生神日，二月初二日。礼用粛盤等礼，祭

之。

一，化神日，十二月十二日。

礼用斎盤等礼，再修猪炊酒置在外，班行礼祭

之。

一，春秋丁目祭。礼用三牲炊酒等瞳，祭之。

一，詳字。勝一字，詳看跡内避音並禁。

一，廟宮立坐北向，南正在木形。正是護丁財

之地也。」

[書下し] 一，本境城陸(日)棟柄大王都護雄断尊

神に封ず。常信府上福瞬部陽庄上堰と王舎庄，

皮舎埴に戸兜正所となすを準許し，香火奉示日窮

みなさしむ。その生化日，議字と併せ後に列し

聞く。

一，生神日，二月初二日。礼は粛盤等の礼を

用い，これを祭る。

一，化神日，十二月十二日。札は粛盤等礼を

用い，再び猪炊酒を在外に置くを修め，分かれ

て礼を行いこれを祭る。

一，春秋丁目の祭。礼は三牲炊酒等の曜を用

い，これを祭る。

一，詳字。勝一字，詳しくは跡内の避音並び

に禁を看よ。

一，廟宮は立坐して北に向かい，南して正に

木形あり。正にこれ丁財を発するの地なり。

[解説] 勅旨により美字上等福神に封じられた

ので，その神名，香火奉記すべき村落，神の誕

生日とその礼式，神に化した日とその礼式，春

秋の丁目祭とその礼式，詳の字は勝の一字。

廟宮内の位置，を列記しであり，礼部におけ

る祭間制度が整った後に記されたことを窺わせ

るO

これにて，神跡を記る廟嗣と編纂，抄録年と

編纂・抄録者を示し，最後にこの神跡を記した
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郷老の名前が記されて完成というのが一般的神

跡のスタイルかとも思うが，前文に近い次の文

が挿入されている。すなわち，

「昔自南邦肇基，麿元合而聖賢篤生。歴朝聖

帝暦園念神麻而表華栄蒙。慶今

皇上光紹鴻園思及百神隆加噴典，特命臣修撰

事跡，参編目録訂正分明，頒給庄民。謹遵奉施。

蓋欲神功聖筒輿社稜，山河億高官室年垂之不垂者

失。却説此辰丁先皇開創鴻圃，討平十二使君之

乱。辰在昇竜城常信府上福牒部陽庄上埴有陶公

勝，文武全才英雄冠世。皇帝乃封公，潟大将，

命公輿将軍院旬佐平十三使君。時勝公請立行官。

撮従沿江而進。立其宮所以矯屯兵宿地。共十二

宮窓生，以矯寓禄之所。後化以矯宮嗣，奉前日高

代血食香火無窮意。其諸官所庄嗣，列開子后。」

[書下し] 昔南邦より基を肇め，元に合するに

応じて，聖賢篤生す。歴朝の聖帝天子となる符

瑞に合致し神おおいて表華の栄蒙を念ず。さい

わい今，皇上光紹は，鴻園の思および百神の隆

を噴典に加えんとし，特に臣に事跡を修撰する

を命ず，参じて目録を編み，分明を訂正す。庄

民に頒給し，謹み遵んで記を奉る。蓋し神功・

聖徳は社榎とともになさんと欲す。山河億高齢

年これを垂らすや垂らさざるや。さてこのとき丁

先皇鴻固を開創し，討ちて十二使君の乱を平ら

くらときに昇竜城常信府上福牒部陽庄上埴に陶

公勝あり，文武全才を全うし英雄にすぐれるこ

と世に冠たり。皇帝すなわち公を封じて大将と

為し，公と将軍配旬に往きて十二使君を平らぐ

を命ず。時に勝公行宮を立てるを請う。従い撮

りて江に沿って進む。その宮所を立て，以って

屯兵の宿地となす。共に十二宮ここに生る，以っ

て寓禄の所となす。化して後，宮を以って嗣と

なし，示Eを奉りて高代血食香火きわみなし。そ

の諸宮所の庄嗣，後に列し聞く。

[解説] まず皇上光紹とは，光紹 (1516-1521) 

が君事の昭宗の年号であることから繋の昭宗を指

す。要はこの前文に近い挿入丈の文章は，雲寺の

光紹年間に昭宗の命により加筆されたものであ

ることが記されている。また，文意からも「昔白

南邦肇基，……山河億高館年垂之不垂者実。」

までは明らかに奇異でおそらく二通目の神救か

らの重用であろう。さらに「特命臣修撰事跡」と

あることから，ここで言う臣が，この神跡を記し

た「翰林院東聞大撃士玩畑 (Nguyen Binh) J 
と知れる。逆に言えばこの後付の前文のような

文以前の文章は，清化省東山県という県名とし

て使用が陳朝期と君主朝光順年間以降であるとの

註35の考察によると，光順年間以降に玩柄によっ

て修されたものと推察される。

また，あえて神救の前丈を重ねて記述した意

図をかんがみるに， i蓋欲神功聖簡輿社稜，山河

億寓徐年垂之不垂者実。」との考えは，祭政一致

とも取れ，ヴ、ェトナム全土の神々が社榎を守っ

ているとの考えを明確に打ち出すことにあった

と思われる。その上で，その具体例のーっとして

丁先皇が十二使君を平らげたときの陶公勝の活

躍とともに，行宮を立て，そこを兵士の宿営地

としたとし，それぞれの行宮が信仰を集め，宮

嗣とし記られており，その在所等を次に列記し

ている。

「第一宮嗣在昇竜城常信府上福勝部陽庄上堰，

以矯生居所。正是英霊之地也。

第二宮嗣在昇竜城常信府浮雲牒野使庄。正実

地也。

第三宮嗣在山西鎮三帯府安楽牒扶実寧庄，正

実地也。

第四宮嗣在山西鎮三帯府安楽勝張舎庄，正実

地也。

第五宮嗣在山西鎮三帯府朱鳶牒高載庄，正実

地也。

第六宮嗣在山西鎮三帯府峯州牒丈彬庄，正実

地也。

第七宮嗣在山西鎮挑江府麻援牒三庄登，正実

地也。

第八宮両在山西鎮挑江府青波豚丈台庄，正実

地也。

第九宮嗣在山西鎮端雄府山陽解遼川庄，正実

地也。

第十宮嗣在山西鎮端雄府東蘭牒玉立庄，正実

地也。

第十一宮嗣在山西鎮端雄府東蘭牒鄭舎庄，正
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霊地也。

第十二宮嗣在海陽路下洪府四岐牒示穂庄，正

是口化廟嗣，正英霊之地也。」

[書下し] 第一宮嗣は昇竜城常信府上福牒壬$陽

庄上埴にあり，以って生居所となす。正にこれ

英霊の地なり。第二宮嗣は昇竜城常信府浮雲牒

野使庄にあり，正に実地なり。第三宮嗣は山西

鎮三帯府安楽牒扶実寧庄にあり，正に実地なり。

第四宮嗣は山西鎮三帯府安楽勝張舎庄にあり，

正に実地なり。第五官嗣は山西鎮三帯府朱鳶牒

高載庄にあり，正に実地なり。第六宮嗣は山西

鎮三帯府峯州!際文彬庄にあり，正に実地なり。

第七宮嗣は山西鎮挑江府麻援勝三庄登にあり，

正に実地なり。第八宮嗣は山西鎮挑江府青波牒

文台庄にあり，正に災地なり。第九宮嗣は山西

鎮端雄府山陽豚遼川庄にあり，正に実地なり。

第十宮嗣は山西鎮端雄府東蘭牒玉立庄にあり，

正に実地なり。第十一宮嗣は山西鎮端雄府東蘭

牒鄭舎庄にあり，正に霊地なり。第十二宮嗣は

海陽路下洪府四岐牒示徳庄にあり，正にこの口

廟嗣に化す，正に英霊の地なり。

[解説] 12箇所の宮嗣の中で， r大南一統志』の

嗣廟誌に名を記すものはーっとしてない。

前段の神跡では陶公勝が将軍配旬とともに戦

い勝利したのは十二使君の一人であったものが，

後段の文脈では十二使君ずべてに拡大されて記

されており，そのためか行宮の第一宮洞を含め

て十三宮嗣が記されているが，十三使君のそれ

ぞれの根拠地に対応しているようには思えない。

「準許常信府上福牒主s陽庄上極，以矯湯i木正

所。其奉租凡其十二宮民庄生化日，並就至本庄

生貫所行礼，始回各別宮嗣行礼祭之。

洪福元年孟春月吉日

翰林院東聞大皐士臣玩畑奉撰

皇朝永祐五年孟秋月穀日

管監百神知殿，雄領少卿臣玩賢遵

前朝正本奉抄

郷老喬廷克記

郷老語文換記」

[書下しj 常信府上福牒却陽庄上埴，以って、湯

i木正所となすを許す。凡そその十二宮の民庄に

あって生化日に奉加Eす。ならびにまた本庄が生

貫の所として礼を行うにいたりて，各別の宮洞

がめぐりで礼を行いてこれを祭るを始める。

洪福元年(1572)孟春月吉日 翰林院東聞大事士

臣玩煩 (Nguyen Binh) 撰を奉ず

皇朝永祐五年 (1739)孟秋月穀日 管監百神知

殿，雄領少卿臣玩賢 (Nguyen Hien) 前

朝正本に遵よりて抄を奉ず

郷老喬廷克 (KieuDinh Sung) 記す

郷老謹文燦 (Damvan Hoang) 記す

おわりに

もとより神跡は亭に杷られた神の事跡を記し

たもので史書ではない。それゆえ，神跡に記され

た内容を史書や地誌にあたり論考することは史

料考証がしにくく解釈の恋意性が高いことから

厳密な意味での史学の範障ではないかもしれな

い。また，神救とて礼部官僚が記したものであ

り，一面的な官による伝承の列記と評価に過ぎ

ず，必ず、しも事実ではない。その点神跡は事実

でないフィクションやロマンを含みながらも在

地の人々の中で生きる歴史解釈を記したものと

思う。神跡は神救を含むものの村民の歴史への

対処や解釈を伝統として継承する一つのツール

として尊重される所以でもある。

このような視点で見ると，本稿が対象とした

河東省常信府上福鯨平陵線向陽社禁舎村・皮舎

村・向舎村榊跡は，棟柄大王の信仰の分布から

見ると，文字通り向陽杜と三舎社である禁舎村・

皮舎村・向舎村もしくはその周辺における信仰

であり解釈であるものと思われる。山西を中心

とする十二宮嗣での信仰が加わるとしても決し

て全国的な信仰とは言いがたい。

ただ，この神跡の中での陶氏父子の移動距離

は交通の発達がさほどではなかったと推察され

る時代にあっては尋常で、はないようにも思われ

る。奉天府席前牒高賓庄への子授け祈願の大悲

寺への旅は別としても， ~青化省安東県から移り

住んだり，丁朝の都である華欄に赴き丁先皇に

拝謁し，軍を率いて再ぴ常信府上福牒に戻り，

更に勝報を携えて帰朝しようと海陽路下洪府四
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岐牒示福庄の地界に行き，そこで急死する。こ

の移動を可能としていたのは紅河デルタとタイ

ンホアとの水運ルート・陸路が前提となってい

る。桜井由担雄氏は，紅河デルタからタインホ

アに向かう「丘の道J(route de collines)のルー

トを歴史地理の視点から分析した上で，同慶御

覧地輿誌南定省大安牒・名勝にある了先皇廟の

記事を基に丁先皇が水軍をもってデルタを攻略

したこと，水神伝説と密接な関係があることを

指摘している(判。また，向陽社・三舎社が章陽

(Chuong Duong) (47)の南東に位置し章陽社には

章陽渡があったことを考えると，紅河運行がこ

の神跡の前提となっていることが知れる。

この陶公勝が遷化したとされる「棟柄大王」

を人神と考えるのか天神として考えるのか，霊

応すら記述されていないので定かでない。大悲

寺前の額に「棟柄」の二字が刻された石像に願

をかけて誕生した子が石像同様に額に「棟柄」

の二字が写されていたというのが，陶公勝の出

生語であった。これを以って陶公勝を大悲寺に

関する神もしくは守護神と考えれば陶公勝の戦

功は天神としての与力があってのことと解しえ

る。それゆえ，急死したことも天神へと遷化する

ためとも解される。しかし，陶公勝が父の死後

に零落し，赤貧の中に名を成す好機を見つけた

と考え，戦功のゆえに勅旨をもって上等福神と

されたと考えるなら開国功臣に等しく人神と位

置づけて組離はない。 Nguyen Duy Hinh氏は

天神 (ThienThan)の項に記している(叫が，棟

柄大王の性格は定めがたいというべきであろう。

また，棟柄大王が上等神・福神に位置づけら

れていること自体にいささか違和感を覚える。

ファン・ケ・ビン (PhanKe Binh)氏は，神陸

(Than Hoang)について記した中で， iそれぞれ

の村は一位の神障を奉記している。二・三位を

杷っている村もあれば，五・七位を杷っている

村もある。すなわちいわゆる福神といわれ，上等

神 (Thuongdang than) ，中等神 (Trungdang 

than) ，下等神 (Hadang than)の三項に分けら

れる。」とし， i上等神は，名山大河の神や董天

王 (DongThien V uong) ，朔天王 (SacThien 

Vuong)，楕童子 (SuDong Tu)，等々のような

ランクの天神をいう」とのべている(制。董天王や

朔天王や，楕童子等々のランクというのは，ヴェ

トナム民衆の神話や伝承の中で子どもでも知る

神々である。棟柄大王がそれほど著名で広く人

口に謄来しているとは思えない。にもかかわらず

勅旨を以って上等神とし福神としたということ

が史実であるとするなら，丁先皇の功臣の一人

であった陶公勝を棟柄大王として16世紀に神救

をもって顕彰したことは，莫氏政権の祭記政策

を利用した政治的な意図を推測せざるを得ない。

また，史実かどうか定かでないとするなら，莫氏

政権礼部において神祇を秩に登せる段階で精査

された上でのことと思われる。

さらに，この神跡の内容は，清化省出身の薬

医に通じた男が河東省に移り住み，在地の娘と

結婚したが子どもができない。そこで、仏寺に願っ

て子を授かる。その子が長じて軍事に活躍する

というモチーフを持つ。清化省は莫氏が纂奪し

た禁氏の故地である。これに加えて，高山神嗣

の神話のモチーフが前提となっているようにも

思われる。すなわち，陶公普が異郷の地にあっ

て薬医の芸により疹痘を治し信頼を得るパター

ンは高山神嗣の事跡(叩)に見られる。また，子ど

もができない場合に仏寺に詣でることで妊娠す

る(日)パターンも見られる。僧侶が投胎托化の術

を施したことによる仏の加護を意味するのであ

ろうか。

何よりも，この常信府上福県向陽社・三合社

の神跡の特徴は，何らかの神異や霊応があって

記られたのではなく，陶公勝が急死したことを

知って，すぐに陶公勝の戦功を表して奏上した

ことにより，上等神福神となりえ，それにより廟

嗣を建てるとともに香火のためとして公銭ー百

貫を得，香固などの経済基盤を認められた点に

あるように思う。常信府上福県部陽庄上堀と王

舎庄・皮合堰の住民が香火奉記の正所とされた

ことから，この両所の住民が陶公勝を本境城陸

棟柄大王都護雄断尊神とし，地域の信仰の紐帯

としつつ莫氏政権の朝廷から香火のための費用

や香火田を勝ち取り，したたかに朝廷や国家の
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支配に対処する，その際のよりどころとなって

いることを指摘することができるように思う。

末筆ながら. 5万分の lの地図をご提供いた

だいた東京大学名誉教授桜井由帰雄先生に感謝

申し上げます。

<注>

*星権大学共生科学部;

干075-0163 北海道芦別市緑泉町5-14 

s_takatsu@seisa.ac.jp 

(1 ) 高津茂 (1980)I院朝初期国家祭把の一考

察Jr東洋大学アジア・アフリカ文化研究所研

究年報Jl15， pp.29-55 

(2) 高津茂 (1982)I玩朝初期ヴェトナムにおけ

る水神祭杷について一一ヴェトナム北部を中

心として一一Jr東洋大学アジア・アフリカ文

化研究所研究年報Jl17， pp.27-40 

(3) 高津茂 (2007-1)Iヴェトナム河東省懐徳府

慈廉牒騨望中望の神跡について ヴ、ェトナ

ム民間信仰の一考察一一Jr星桂大学紀要

共生科学し研究JlNo.3， pp.29-40 

なお，リン・ラン(霊郎 Linh Lang)神を

蛇神 (ThanRan)の典型とみなすのは，グエ

ン・ズィ・ヒン氏の考察である。 (Nguyen

Duy Hinh; TIN NGUONG THANH HOANG 

VIET NAM， Trung Tam Khoa Hoc Xa Hoi 

va Nhan Van Quoc Gia， Vien Nghien Cuu 

Tong Giao， Nha Xuat Ban Khoa Hoc Xa Hoi， 

Ha Noi 1996， pp.199-205 

(4) 高津茂 (2007-2)Iリン・ラン (LinhLang 

霊郎)に関する神跡の分布についてJrc東洋

大学)アジア文化研究所研究年報Jl42， pp.61 

77 

(5) 片倉穣『ベトナムの歴史と東アジア一一前

近代篇 j杉山書庖，東京，昭和52年刊，

8頁

(6) 片倉穣;上掲書， 9頁

(7) 城陸 (ThanhHoang)の性格や内容等につ

いては， Nguyen Duy Hinh(1996); pp.23-100 

(8) 亭 (Dinh)の性格については，次によった。

Toan Anh ; Nep Cu LANG XOM VIET-N 

AM， 1968， Saigon， pp.279-283 

(9) Trung Tam Khoa Hoc Xa Hoi va Nhan 

Van Quoc Gi匂a

Hoi; THU乱MUCTHAN TICH THAN SAC， 

Ha Noi， 1996， p. II 

(10) Nguyen Duy Hinh (1966): p.254 

(11) I上福牒」については， r大南一統志JlI河内

省に， I東西距二十里，南北距二十三里。東至

疎河釘岸興安束安牒界十里，西至鷹和府山明

青威三牒界十里，南至富川牒界十九里，北至

青池牒界四里。古上福州。明改保福牒，属福

安州，隷交州府。雲寺光順置牒名，改隷府轄。

本朝因之，属府兼理，領糖、十二，社村八十二。」

とある。また， r北城地輿誌Jl(東洋文庫蔵写

本)I北祈各省道府牒糖、社村坊邑棄所」河東

省の「常信府兼理上福牒 十二糖、」の項には，

「平陵纏九社平陵，芳衛，三舎，紫陽，向陽，

武陵，慈雲，橘洞，都官」とある。しかし，

Vien Nghien Cuu Han Nom:' TEN LANG 

XA VIET NAM DAU THE KY XIX (Cac 

Tong Tran Xa Danh Bi Lam) ， Nha Xuat Ban 

Khoa Hoc Xa Hoi， Ha Noi， 1981， (漢崎研究

院， H9世紀初頭のヴェトナム郷社名(各線、鎮

社名備覧)Jl ，社会科学出版社，河内， 1981) 

p.48 II. Huyen Thuong Phuc (上福牒)によ

ると， 12 tong， 81xa，thon (12線、81社，村)と

なっており「大南一統志」上福牒の社数と違

いがある。また， Tong Binh Lang (平陵糖、)

には 9xa(社)あり，その中に TamXa (三舎)

という社名はあるが， Huong Duong (向陽)

という社名は見当たらない。社名の変更があっ

たものと推察される。

(12) THU MUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi. 1996， p.273 

仕司 THU MUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.273 

(1労 THUMUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.273 

仕局 THU MUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996には， Huong Duong (lang)はある

が，本校が考察の対象とする「向陽社 (Huong
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Duong (xa)) Jに該当する村落名がない。そ

こで、， Phong Bao Quan， Vien Nghien Cuu 

Han Nom， Trung Tam Khoa Hoc Xa Hoi va 

Nhan Van Quoc Gia:' BANG TRA THAN 

TrCH THEO DIA DANH LANG xA Nha 

Xuat Ban Khoa Hoc Xa Hoi， Ha Noi， 1996 

(国家社会・人文科学センター， i，莫楠研究院，

保管室刊， r郷社地名による神跡調査一覧』

社会科学出版 1996)により， Huong Duong 

(xa) (向陽社)を調べると1113と1114の整理

番号を持つ 2つが該当する。すなわち， 1113 

は， Huong Duong (xa)， thon Le Xa， Bi Xa， 

Huong Xa/， tong Binh Lang， huyen Thuong 

Phuc， tinh Ha Dong. -Dinh trieu cong than 

nhat vi dai vuong ngoc pha/. N guyen Binh 

soan nam Hong Phuc 1 (1572); Nguyen Hien 

sao nam Vinh Huu 5 (1739). 8 to， 18 x 30， 

chu Han. AE.a2/88 -Ban canh thanh hoang 

Dong Binh dai vuong do ho hung doan ton 

than， (河東省上福県平陵総向陽社禁舎・皮

舎・向合村一丁朝功臣一位大王玉譜， 1:共福元

年 (1572)玩嫡の撰，永祐五年 (1739)院賢

の抄.8葉 18 x 30，漢文 AE. A2/88一本

境城陸棟柄大王都護雄断尊神)とある。また，

1114には， Huong Duong (xa)， thon Huong 

Xa/， tong Binh Lang， huyen Thuong Phuc， 

tinh Ha Dong. -Viet Thuong thi Dinh trieu 

cong than phu quoc dai huu huan lao kha gia 

than tuoc linh ung kha phong nhat vi dai 

vuong ngoc pha co luc/. Nguyen Binh soan 

nam Hong Phuc 1 (1572) ; Nguyen Hien sao 

nam Vinh Huu 5 (1739). 8 to， 18 x 30， chu 

Han. AE.a2/88 -Ban canh thanh hoang 

Dong Binh dai vuong do ho hung doan ton 

than， (河東省上福県平陵線、向陽社向舎村一

塁悪裳氏丁朝功臣輔園大有勲勢可加神爵霊臆

可封一位大王玉譜古議，洪福元年 (1572)玩

畑の撰，永祐五年 (1739)玩賢の抄.8葉 18 

x 30，漢文 AE. A2/88一本境域陸棟柄大王

都護雄断尊神)とある。ともに同じ内容の神

跡と推測され，本稿が対象とする Nguyen

Duy Hinh (1996)の神跡整理番号 AE.a2/88

とも一致しているが， 8葉と神跡の漢文の分

量が半分以下であり，この点では向陽村や向

陽ラン等の神跡がNguyenDuy Hinh (1996) 

版と思われる。

なお， AE.a2/88という整理番号は， I河東

省常信府上福牒平陵総各社神蹟 (HaDong 

Tinh Thuonh Tin Phu Thuong Phuc Huyen 

Binh Lang Tong Cac Xa Thon Than Tich) J 
を指しており， I平陵総六村諸神的名競及其

事跡J86頁分を意味していることが，ヴェト

ナムの漢楠研究院所蔵の漢文文献書目である

『越南漢楠文献目録提要』の神蹟の項にある

ことより知れる。

仕紛 THU MUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.274 

仕の THU MUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.274 

(1同 THUMUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.274 

仕幼 THU MUC THAN TICH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.275 

(20) THU MUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.289 

位。 THUMUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.289 

(22) THU MUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996，p. 289 

担3) THU MUC THAN TrCH THAN SAC， Ha 

Noi， 1996， p.289 

仰) 卑と越はともにヴェトナム語で Vietなので，

卑裳は越裳に等しいとすると， r大南一統志j

巻之十四「父安省」建地沿革の項に「古越裳

氏地」とあることから，卑裳氏は古くは父安

省(愛州りを故地としていた人と知れる。

回i) Nguyen Duy Hinh (1996)所収の「河東省

常信府上福牒上供糖、上供社神跡」においても，

「清化省東山牒光照線光照社石室村神跡」に

おいても「卑裳氏，李朝功臣輔圃，……Jと

ある。なぜ，平陵糖、向陽社向舎村三合社皮舎

村神跡」が丁朝功臣としているのかは明らか
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でない。

同 『欽定越史通鑑綱目』巻之一 君主大行興統

四年の割註に「輔園:官名」とある。

間 Nguyen Duy Hinh (1996)所収の「清化省

東山!騒光照線光照杜石室村神跡」においては，

「圃朝雄部正本，功臣，第五部凡人神吹支」と

ある。

側) 雄王については，数多くの書物があるが，

史書としては， r大越史記全書j(外紀全書)

巻之一 雄王， r欽定越史通鑑綱目』巻之一

雄王 にまとまった記述がある。

倒 雄王が建国して「文郎Jと号したことから，

国号は「文郎」である。『欽定越史通鑑綱目』

巻之一雄王の項に「籍龍君要極姫，生百

男。是第百卑之祖。」とある。なお，雄王は18

世続いたという。

側 『大越史記全書J巻之三「属東漢紀」があり，

およそ144年間の 1世紀から 3世紀のヴェトナ

ムの様子が記されている。

同 『大越史記全書』巻之四「属呉音宋斉梁紀J
があり，およそ314年間の 3世紀から 6世紀の

ヴ、エトナムの様子が記されている。なお，この

時期のヴェトナムについては，杉本直治郎

「五代宋初における安南の土豪呉氏に就いて」

『東南アジア史研究 U1968，東京(巌南堂). 

に詳しい。

倒 『大越史記全書J巻之五「南北分争紀」があ

り，およそ32年間の10世紀のヴェトナムの様

子が記されている。

同唐末の混乱に乗じてヴェトナムの土豪で、あっ

た曲承裕 (KhucThua Du)が静海節度使に

任じられてから李朝成立に至る過程は，山本

達郎「安南が濁立園を形成したる過程の研究」

『東洋文化研究所紀要j1， 1943 に詳しい。

(刈 花も華もヴェトナム語では hoaなので「花

麗」は「華藍」に等しい。この「華麗 (HoaLu)J 

の位置と地理については，桜井由担雄 110世
紀紅河デルタ開拓試論Jr東南アジア研究j17 

巻4号， 1980年3月， pp.621-625に詳しい。

同 『大南一統志j11青化省」の「建置沿革」の

項の「東山際」に「漢日無編鯨，葬日九虞亭，

陪唐矯九異勝。陳始置今牒名。層明隷j青化府。

雲寺光順改隷今府統轄」とあることから，この

神跡が記された時期は，陳朝期1225-1399も

しくは繋朝の光順年間1460-1469以降と知れ

る。

同 三・四日で到着したことを考えると舟運を

使ったものと思われる。なお， TEN LANG 

XA VIET NAM DAU THE KY XIX (Cac 

Tong Tran Xa Danh Bi Lam) (1981) 

.p.l63に“BIDUONG壬E陽t.Binh Lang， h. 

Thuong Phuc， p. Thuong Tin.tr.SNT" (山南

上鎮常信府上福県平陵線)とあり，平陵糟、の

ー庄と知れる。

側 NguyenDuy Hinh (1996)， p249に，抄訳を

載せており， 1天時」を benhthien thoi (コレ

ラ)， 1疹試」を chankhi (dau mua，天然痘)

としていることに拠った。

倒 王舎庄とあるのは，君主舎庄と称していたも

のを君主朝において皇帝と同じ名前を忌避して

王合庄と名乗ったものと思われる。すなわち，

この神跡は雲寺朝期に記述もしくは撰せられた

ことがここからも知れる。

倒 『大南一統志j1河内省 寺観誌」大悲寺の

項に， 1在青威牒貝渓・清漠二社，前日善{専真

人。掠怪{専，真人姓玩字平安，貝渓人，自少

出家，住持子本社寺，及長卓錫山西贋陵寺。

及返回，建大悲寺。没後，伊二社塑像奉杷。

歴朝具有勅封。」とあり，石像ではないが塑像

はあったようだが，額に三文字が刻まれてい

たかについては記述はない。

側約したのは， 1投胎托化之術」か。高津茂

(2007-1)， p.33 

側桜井由担雄 (1980)，p.606 

幽桜井由担雄 (1980)，p.615 

凶 暴風の中で化して没するとか昇天する一例

を挙げれば， r嶺南掠怪俸j1一夜津」に， 1駐
営於自然洲，猶隔大江。日暮未及進至。至夜

半，大風忽起，揚波抜木。官軍大乱，倦容部

黛城郭，一時抜去昇天。其地陥成大津。明日

民間望之不見，以矯霊異。」とある。

仰1) r大南舎典撮要j1礎部J1封誼」に， 1凡泰

-107-(58) 



ヴェトナム河東省常信府上福l際平陵糖、向陽社雲寺舎村・皮舎村・向舎村の神跡について

有恩詔登秩神祇，操該地方，曾修百神事蹟冊，

由部車事奏候旨，交廷臣詳議。伯奉査明。分列

上中下三等，及鷹加一二三美字，…Jとあり，

等級により記札の内容が決まっている。

同 陶公勝への誼としての神号に「城陸 (Thanh

Hoang) Jという神名が与えられたが，

Nguyen Duy Hinh (1996). p.9で、NguyenVan 

Huyen ; A propos d' une carte de repartition 

des genies tutelaires dans la province de Bac 

Ninh (Bac Ky)， (グウエン・ヴァン・フゥエ

ン I(北折)パクニン省における各城陸の分布

地図についてJ)，1941， Ha Noiを引用して，

紀元前 2世紀以前の雄玉時代に105神位の城

陸の版図があり，紀元前 2世紀の北属期から

紀元10世紀までに116神位の城陸の版図があ

り， 10世紀から13世紀(丁朝・李朝)までに

127神位の城陸の版図が見られ， 13世紀から18

世紀(陳朝40・属明期 4・君主朝30莫氏 3)ま

でに77神位の城陸の版図が見られると記して

いる。また，城陸とは何を意味するのかについ

ては， Nguyen Duy Hinh (1996). pp.23-100 

同桜井由弼雄 (1980).P625 

仰) 桜井由弼雄 (1980).pp.615-617 また，章

陽の北東の自然洲 (TuNhien Chau)は『嶺

南棟怪俸.H一夜揮」で霊異の現れた『帳楠洲J
のことで，神話伝説上の一舞台といえる地域

でもある。

出~ Nguyen Duy Hinh (1996). pp.248-254 

性功 Phan Ke Binh ; Viet Nam phong tuc. 1990， 

Nha xuat ban tong hop Dong Thap， tr. 77 

同 『大南一統志jI海陽省 嗣廟誌」高山神嗣

の項に， I武方堤公齢捷記，世f専，神善医，常

現神作医師療病，尤善治疹痘。有山西人，其

子患痘疹。道遇ー老人，自言触治，乃迎師家，

薬之果効。間姓名住止，神言，我名高山，家

在至実牒浪潤社頭湖慮。」とある。同「山西省

嗣廟誌」同嗣には，神名を高顕としている。

同「清化省 嗣廟誌」同神嗣には， I北園麿束

人。…」とあり明らかに人神である。なお，高

山神への信仰は広く， r大南一統志J宣光，太

原，諒山，河内，寧平各省の嗣廟誌にも嗣名

が見える。『大南一統志』河内省の高山嗣によ

れば，神乃務龍神君五十子蹄山之一，傘固耐

第二位左山是也。嗣原在清化。…」とある。

高山神嗣にもその祭記内容に三重性があるも

のと思われる

(51) 高津茂 (2007-1)，pp.32-33 

-108-( 57) 


